
明星小学校 R7第 2回学校評価 児童アンケート からの主な改善提案 

項目 主な意見 理由（児童の声より） 今後の対策の方向性 

1. アスレチック・遊具の

充実 

〇ターザンロープやブ

ランコ、バスケットゴー

ルを設置してほしい 

前はあったのに今は

なくて遊べるものが

少ない 

ターザンロープが楽

しかった 

〇安全面を確認しつつ、児童

会と連携して優先順位を決め、

80年記念で法人や保護者の会

とも相談し、再設置・新設を検

討する。 

2. 制服の見直し（冬服） 
〇冬に長ズボンを導入

してほしい（男女とも） 

冬に半ズボンは寒い 

スカートが恥ずかし

い子もいる 

〇80年記念で、制服検討チー

ムを立ち上げ、児童・保護者の

声をもとに選択肢の拡充を検

討する。 

3. 行事・イベントの充実 

〇ひな祭り集会や卒

業旅行、夏のバザーな

どを増やしてほしい 

3月の楽しみが増え

る 

新しい行事があると

ワクワクする 

児童会、委員会、代表委員会と

連携して、提案を踏まえて新た

な行事の導入を検討し、集会

か、当年度行事か、継続行事

かを見通しながら、可能であれ

ば年間計画に位置付ける。 

4. 休み時間の見直し 
〇中休みや昼休みを

長くしてほしい 

遊ぶ時間が短くて物

足りない 

遊具が少ないから時

間もほしい 

5分程度の延長をしたばかりだ

が、時間割の見直しを行い、休

み時間の充実と学習とのバラ

ンスを検討する。 

5. 生徒の声を反映する

仕組み 

〇意見を出せる場を増

やしてほしい 

〇児童会を議会制に 

もっと意見を言いた

い裏で不満を言うよ

り、話し合いたい 

児童会意見箱に投稿された意

見の処理を明示的に行い、代

表委員会を伝達でなく提案を検

討する仕組みに整える。 

6. 学びの多様化と探究

活動 

〇プログラミングや自

由な調べ学習をしたい 

自分のペースで学べ

る 

考える力がつく 

領域に応じて、探究のテーマ設

定に児童の関心を反映し、ICT

活用や外部連携を進める。 

7. 教育環境の改善 

〇教室の字を大きく 

〇図工室に Wifi 

〇児童会室に扇風機 

字が小さくて見えない 

暑くて作業が大変だ

った 

教室・特別教室の環境点検を

行い、予算の範囲で、分掌主

任が管理職と相談して、改善を

進める。 

8. 給食・お弁当の選択

肢 

〇週 1回お弁当の日

を 

〇給食の味や価格の

見直し 

苦手な給食が多い 

高いのにおいしくない 

給食委員会の仕事に、メニュー

改善やお弁当日の試行の検討

を加え、代表委員会に提案した

り、管理職と話し合ったりする。 

9. 命や思いやりを育む

取り組み 

〇動物を飼いたい 

〇いじめをなくす活動

をしたい 

命の大切さを学びた

い 

いじめがあると転校

する人が出る 

1，2年の生活科でスタートする

動物飼育で学年の動物の選択

を行い、命の教育・人権教育の

一環として、動物飼育や啓発活

動を学年・学級で企画していく。 

10. 外部との交流・広報

活動 

〇APUなど他校と交

流したい 

〇明星小の良さを伝え

たい 

他の学校と学び合い

たい 

明星小の良さを知っ

てほしい 

地域・大学との連携を強化し、

ZOOMを含む交流授業や HP

に掲載する動画等の広報活動

を探究科や委員会で企画す

る。 


